
コミュニケーショングループ 
◇目的 

・友達への興味や関心を広げ、進んで質問したり相談したりできるようにする。 

・自分の経験や考えなど、自信をもって話すことができるようにする。  

◇指導回数 ：年４回 

◇内容 

・自己紹介ビンゴ 

・サイコロトーク 

・だるまさんの一日、王様転がしドッジボール 

 

 

 

  
７月になり、梅雨らしい天気が続いています。最近は急に高い気温になったり、大雨になったり

と気候の変化が大きくなっています。皆様も体調に、そして安全にも気を付けてお過ごしくださ

い。 

 さて、きこえとことばの教室では、５月２２日（月）～６月３日（土）の間、市内相談を行いま

した。今年も多数の申し込みがあり、お子さんの検査と、保護者面談を行いました。相談の結果、通

級をお勧めしたお子さんもいれば、配慮や支援の方法をお伝えし、相談を終了したケースもありま

した。言葉に関する心配が同じでも、支援の方法は一人一人違うこともあります。きこえとことば

の相談は、年間を通して行っていますので、いつでも御利用ください。 

 

 

 

グループ指導の紹介 

きこえとことばの教室は個別指導が主ですが、下記のようなグループ指導も行っています。 

   第 1回のグループの様子を紹介します 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

きこえとことばの教室だより                                      

 
 武蔵村山市立第九小学校 きこえとことばの教室 

 令和５年７月３日 NO.２  

きこえ（難聴）グループ 
◇目的 
・難聴についての知識、理解を促す。 
・注意を向けて聞こうとする態度を育てる。 
・人前で話すことへの自信を育てる。 

◇指導回数 ：年４回 

◇主な内容 

 ・卒業生のスピーチ 

 ・｢わたしは、だ～れ？｣、転がしドッジボール 

ことば（吃音）グループ 
◇目的 

・吃音の児童との交流を通して、安心感や仲間意識を育てる。 

・吃音についての知識を深める。 

・発表したり意見を聞いたりすることに慣れさせる。 

◇指導回数 ：年４回 

◇主な内容 

・自己紹介ジェンガ 

・吃音について知ろう 

・ＵＦＯキャッチャーゲーム、ツイスター 



 

『キラキラ どもる子どものものがたり』 

（海風社 堅田 利明 著） 

あらすじ 

｢『ボボボ、僕。』とか言うな。そのしゃ

べり方やめろよ。｣転校してきた哲に突然

ことばのことを指摘された新一は、なにも

言い返すことができなかった。やがてクラ

スの雰囲気が変わっていき、新一はどんど

んしんどくなっていく。｢自分の気持ちを

みんなに知ってほしい。｣―新一は｢ことば

の教室｣のひげ先生やお母さんとともにク

ラスのみんなに吃音を理解してもらう作戦

を考えていく・・・。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

坂本先生のお勧めの本 

 

 

 

 

 

 

 

               
 
 

 

 

 

       

       

  

 
 

 

 きこえとことばの教室には、難聴、

吃音、読み書き等に関する書籍や漫

画、ＤＶＤなど、いろいろな資料があ

ります。 

御覧になりたい方は、ぜひ声を掛けて

ください。 

☆きこえとことばの教室のホームページについて☆ 

 きこえとことばの教室のホームページを随時更新しております。  

グループ活動の写真等をホームページに掲載する場合があります。  

個人が特定されない形での掲載をしますが、写真掲載を希望されない方は、各担

当者にお伝えください。  

右側のＱＲコードを読み取っていただくと御覧になれます。  

 

“さくらんぼの会”を開催します！ 
日 時：7月１８日（火）  午後３時 30分～4時 45 分  

              （受付午後 3時 15 分より） 

場 所：九小 家庭科室（２階） 

内 容：白玉フルーツポンチ作り 

材料費：１人１００円 

持ち物：上履き・エプロン・三角巾・水筒・手ふきタオル・マスク（調理時着用） 

※詳細については、お配りいたしました｢さくらんぼの会｣のお知らせを御確認ください。 

 

  

 


